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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　探触子に備えられた超音波振動子群からの反射エコー信号から前記被検体の断層像を生
成する手段と、隣接する２フレームの前記断層像から画像相関により各部位の変位を演算
する第１変位演算手段と、前記変位に基づいて、各部位毎の歪みを演算する第１歪み演算
手段と、前記演算された歪みに応じた色調変調を行うカラー化手段と、前記色調変調され
た画像を、１フレーム毎に生成される前記断層像に重ねて表示させる画像合成手段と、
　前記断層像の前記被検体の部位に低周波振動波を前記被検体に照射する低周波振動体と
、前記低周波振動波に基づく反射エコー信号から歪みを演算する第２歪み演算手段と、前
記歪みから低周波振動波の伝搬速度を算出する伝搬速度検出手段と、前記低周波振動波の
伝搬速度から前記部位の弾性率を算出する弾性率演算手段と、前記低周波振動波の照射方
向に沿ったラインに、前記弾性率演算手段により算出された前記弾性率に応じた色付けを
行うグラフィック手段とを備え、前記画像合成手段は、前記歪みに応じて色調変調された
画像が重ねられた断層像に前記弾性率に応じて色付けされたラインを重ねて表示すること
を特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記弾性率を前記断層像にフィードバックさせる手段を備え、前記歪みに応じて色調変
調された画像が重ねられた断層像に、前記弾性率を付加することを特徴とする請求項１に
記載の超音波診断装置。
【請求項３】
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　前記第２歪み演算手段で演算される前記探触子からの深さ方向の変位量と経過時間から
、前記低周波振動波の照射方向に沿った低周波信号の速度勾配を表示することを特徴とす
る請求項１、２のいずれかに記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、超音波を利用して被検体内の生体組織の超音波反射率を計測し、そ
れを輝度に対応づけることで診断部位における断層像を表示することができる。
【０００３】
　そして、近年では、画像相関による演算によって、各部位における変位、歪みを計測し
、また、該被検体に手動等によって付加される圧力を加味して弾性率を計測し、それらを
前記断層像に重ねて表示することが知られるに至っている。
【０００４】
　このようにして得られる画像は、生体組織の比較的硬い部分を明確に表示でき、その部
分が腫瘍になっていること、その腫瘍がどれぐらいの広がりをもって形成されているか等
が容易に判断できる効果を奏する。
【０００５】
　なお、このような技術はたとえば下記特許文献１等に詳細な開示がなされている。
【特許文献１】特開２０００－６０８５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１に開示される超音波診断装置は、たとえば腫瘍等の個所
における弾性率の計測にあって、被検体に付加される圧力は、超音波探触子を操作する操
作者が該超音波探触子を被検体に加える力（該超音波探触子に備えられた圧力センサ等が
検知する）に基づいてなされ、この力は操作者によって異なってしまうことから、再現性
が乏しいということが指摘されるに至っている。
【０００７】
　また、やはり腫瘍等の個所における弾性率の計測にあって、その正確な値まで算出する
ことは演算処理上困難性がともない、いまだ実現されていないものとなっている。
【０００８】
　腫瘍等の関心部位における弾性率の計測において再現性の向上を図ること、また、正確
な数値まで演算することは、高フレームレートの必要を余儀なくされるという不都合をと
もなうものであった。
【０００９】
　本発明は、このような事情に基づいてなされたものであり、その目的は、高フレームレ
ートを必要とすることなく、画像と対応づけた部位の弾性率を再現性よく、正確に検出し
、かつ表示できる超音波診断装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　 本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、以下
のとおりである。
【００１１】
（１）本発明による超音波診断装置は、たとえば、探触子に備えられた超音波振動子群か
らの反射エコー信号から前記被検体の断層像を生成する手段と、隣接する２フレームの前
記断層像から画像相関により各部位の変位を演算する第１変位演算手段と、前記変位に基
づいて、各部位毎の歪みを演算する第１歪み演算手段と、前記演算された歪みに応じた色
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調変調を行うカラー化手段と、前記色調変調された画像を、１フレーム毎に生成される前
記断層像に重ねて表示させる画像合成手段と、
　前記断層像の前記被検体の部位に低周波振動波を前記被検体に照射する低周波振動体と
、前記低周波振動波に基づく反射エコー信号から歪みを演算する第２歪み演算手段と、前
記歪みから低周波振動波の伝搬速度を算出する伝搬速度検出手段と、前記低周波振動波の
伝搬速度から前記部位の弾性率を算出する弾性率演算手段と、を備え、
　前記画像合成手段は、前記歪みに応じて色調変調された画像が重ねられた断層像と共に
、前記弾性率を表示することを特徴とする。
【００１２】
（２）本発明による超音波診断装置は、たとえば、（１）の構成を前提に、前記弾性率を
前記断層像にフィードバックさせる手段を備え、前記歪みに応じて色調変調された画像が
重ねられた断層像に、前記弾性率を付加することを特徴とする。
【００１３】
（３）本発明による超音波診断装置は、たとえば、（１）、（２）のいずれかの構成を前
提に、前記第２歪み演算手段で演算される前記探触子からの深さ方向の変位量と経過時間
から、前記低周波振動波の照射方向に沿った低周波信号の速度勾配を表示することを特徴
とする。
（４）本発明による超音波診断装置は、たとえば、（１）乃至（３）の内の何れかの構成
を前提に、前記低周波振動波の照射方向に沿ったラインに、前記弾性率演算手段により算
出された前記弾性率に応じた色付けを行うグラフィック手段を備え、前記色付けされたラ
インを前記断層像に重ねて表示することを特徴とする。
（５）本発明による超音波診断装置は、たとえば、（１）乃至（３）の内の何れかの構成
を前提に、一端から他端にかけて色が変化する色調ベルトに予め設定された範囲の弾性率
を対応させる色調ベルト画像を生成すると共に、
　前記カラー化手段により色調変調領域を、前記弾性率演算手段により算出された前記弾
性率に対応する色調で色付けするグラフィック手段を備え、
　前記色調ベルトに対応する画像を、前記断層像に重ねて表示させる。
【００１４】
　なお、本発明は以上の構成に限定されず、本発明の技術思想を逸脱しない範囲で種々の
変更が可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明による超音波診断装置の一実施例を図面を用いて説明をする。
【００１６】
　図１は、本発明による超音波診断装置の全体構成の一実施例を示すブロック図である。
【００１７】
　本発明による超音波診断装置は、大別すると、被検体５に当接させて用いられる超音波
探触子１と、この超音波探触子１からの反射エコー信号によってたとえば断層画像等の情
報を構成する装置本体２と、この装置本体２によって得られる前記断層画像等の情報を表
示する画像表示器３と、から構成されている。なお、前記装置本体２には、前記断層画像
等の情報を得るための制御等に必要となる情報等を入力させるキーボード（操作卓）４が
備えられている。
【００１８】
　そして、この超音波診断装置は、上述のようにして画像表示器３上に得られるたとえば
断層画像等にその部位に応じた歪み情報を重ねて表示できる機能を備えたものとなってい
る。
【００１９】
　すなわち、まず、前記超音波探触子１は、図２にその詳細を示すように、その本体の被
検体５と当接する面において一方向に並設される多数の超音波振動子からなる超音波振動
子群１１０を備えている。そして、たとえば該超音波振動子群１１０のほぼ中央部に低周
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波振動体１２０を備え、また、この低周波振動体１２０にはこの低周波振動体１２０から
の低周波の反射エコー信号を検知する低周波振動子１２０ａが備えられている。しかし、
以下の説明にあっては、この低周波振動子１２０ａを備えた低周波振動体１２０を便宜上
単に低周波振動体１２０と称する。
【００２０】
　ここで、前記超音波探触子１は、必要な時に被検体５に圧迫を加えて用いられ、この場
合、少なくとも２フレームの断層像を得るようにして操作されるようになっている。これ
により、前記超音波振動子群１１０からは、断層像とこの断層像の各部位における生体歪
みに関する情報が得られるようになっている。
【００２１】
　超音波探触子１の前記超音波振動子群１１０は、図１に示すように、第１超音波送受信
部２０１によって超音波を被検体５内に発し、その反射エコー信号をとらえ、該第１超音
波送受信部２０１に送出するようになっている。なお、この第１超音波送受信部２０１に
は前記反射エコー信号を整相加算してＲＦ信号データを時系列的に生成する回路を備えた
ものとなっている。該第１超音波送受信部２０１からのＲＦ信号データはＢ／Ｗデジタル
スキャンコンバータ部２０２に入力され、このＢ／Ｗデジタルスキャンコンバータ部２０
２によって、白黒からなる濃淡を表す断層像情報が形成されるようになっている。この断
層像情報は各フレームごとに合成部２０３に送出され、後に詳述する他の画像と合成され
るようになっている。
【００２２】
　一方、前記第１超音波送受信部２０１からのＲＦ信号データは、第１変位演算部２０４
に入力されるようになっており、この第１変位演算部２０４によって、隣接する２フレー
ムの断層像を用いた画像相関により各部位の変位を演算するようになっている。また、さ
らに第１歪み演算部２０５に入力され、この第１歪み演算部２０５によって、前記変位に
基づいて各部位の歪みを演算するようになっている。そして、カラーデジタルスキャンコ
ンバータ部２０６に入力され、このカラーデジタルスキャンコンバータ部２０６によって
、前記歪みの値に応じた色相変調を施し、この色相変調された情報は前記合成部２０３に
送出され、前記断層像に重ねて表示されるようになっている。この表示は前記画像表示器
３によってなされるようになっている。
【００２３】
　なお、前記超音波振動子群１１０から得られる前記画像は、超音波探触子１との位置関
係で示す図３（ａ）に示すように、断層像３０１のうち比較的歪みの小さい部位（硬化の
程度が大きな部位）において、すなわち腫瘍ＴＭに該当する部分において、たとえば色が
付された像として表示されるようになる。この断層像３０１は、組織歪みの差異を明瞭に
描出でき、いわゆるリアルタイム表示に優れたものとして表示される。なお、図３（ａ）
にあって超音波探触子１には前記低周波振動体１２０の図示を省略して描画している。低
周波振動体１２０の駆動によって得られる情報については次に説明する。
【００２４】
　超音波探触子１に備えられている前記低周波振動体１２０は、図３（ｂ）に示すように
、画像表示器３に表示された断層像３０１を観察しながら、該断層像３０１内の腫瘍ＴＭ
に低周波信号が照射されるように、駆動されるようになっている。なお、図３（ｂ）に示
す断層像３０１は、該低周波振動体１２０との位置関係で示しており、超音波探触子１の
本体と前記超音波振動子群１１０はその図示を省略して描画している。
【００２５】
　前記低周波振動体１２０は、図４（ａ）に示すように、たとえば１００Ｈｚ以下の低周
波振動波４０１が照射され、それによって生体内の組織に歪みを与えることができるよう
になっている。また、図４（ａ）では、該低周波振動波４０１を腫瘍ＴＭの方向に１ライ
ン分照射していることを示している。そして、この低周波振動波４０１は、図４（ｂ）に
示すように、通常の生体内でたとえば約１ｍ／ｓの速度で、硬化した組織内ではたとえば
約２０ｍ／ｓの速度で伝搬し、それらの速度差は大きなものとなる。このことは、組織の
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硬度具合を低周波振動波の速度によって精度よく検出できることを意味する。
【００２６】
　そして、この低周波振動体１２０は、図１に示すように、第２超音波送受信部２０７に
よって該低周波振動波を被検体内に発し、その反射エコー信号を該第２超音波受信部２０
７がとらえるようになっている。
【００２７】
　第２超音波送受信部２０７に入力された反射エコー信号は、第２変位演算部２０８に入
力されるようになっており、この第２変位演算部２０８によって、隣接するＲＦ信号から
少なくとも前記部位の変位を演算するようになっている。図４（ｃ）は、連続して入力さ
れる前記ＲＦ信号を示しており、その周波数はたとえば５ＭＨｚであり、また、ＰＲＦは
たとえば５ｋとなっている。このうちたとえばＲＦ信号Ｓ１、Ｓ２の相関演算によって変
位が算出されるようになっている。また、さらに第２歪み演算部２０９に入力され、この
第２歪み演算部２０９によって、前記変位に基づいて前記部位の変位の歪みを演算するよ
うになっている。そして、伝播速度検出部２１０に入力されるようになっており、この伝
播速度検出部２１０によって、前記低周波振動波の伝搬速度Ｖｓを算出するようになって
いる。さらに、弾性率演算部２１１に入力されるようになっており、この弾性率演算部２
１１によって、前記部位（前記腫瘍ＴＭに該当する部位）の弾性率を算出するようになっ
ている。この弾性率演算部２１１において、入力される伝搬速度Ｖｓに対して弾性率Ｅは
次式（１）に示す演算によって算出できるようになっている。
【００２８】
　　　　　　Ｅ＝３ρＶｓ２　……(１)
　ここで、ρは当該部位における粘性密度である。
【００２９】
　図５は、本発明による超音波診断装置において、その画像表示器３に映像される画像の
一態様を示した説明図である。
【００３０】
　該画像表示器３の画面には、図５（ａ）に示す画像、図５（ｂ）に示す画像、図５（ｃ
）に示す画像が並設されて表示されるようになっている。
【００３１】
　図５（ａ）に示す画像は、いわゆる圧迫歪み２次元表示画像を示すもので、たとえば体
表から５０ｍｍ以内の部分の断面像が表示され、この断面像のほぼ中央部には組織が硬い
部分（腫瘍ＴＭ）も映像されている。図１に示したＢ／Ｗデジタルスキャンコンバータ（
ＤＳＣ）２０２およびカラーＤＳＣ２０６からの各情報が合成部２０３によって合成され
た画像として表示されるものである。また、この実施例では、該圧迫歪み２次元表示画像
内において深さ方向に前記腫瘍ＴＭを横切って歪みＭモードライン５０１が設定されてい
る。この歪みＭモードライン５０１（破線部）は、歪みＭモード表示に対応する位置を示
す。
【００３２】
　図５（ｂ）に示す画像は、前記歪みＭモード表示を示すもので、前記歪みＭモードライ
ン５０１に沿った低周波信号の速度勾配を示している。図１に示した伝搬速度検出部２１
０によって検出された速度値と、グラフィック部２２０によって作成されたグラフィック
画像とが合成部２０３によって合成された画像として表示されるものである。
【００３３】
　図５（ｃ）に示す画像は、弾性率表示を示すもので、前記歪みＭモード表示上の伝搬速
度に対応して弾性率の値が横軸に反映して表示されるようになっている。図１に示した弾
性率演算部２１１によって検出された弾性率値と、グラフィック部２２０によって作成さ
れたグラフィック画像とが合成部によって合成された画像として表示されるものである。
【００３４】
　また、図５（ｃ）の弾性率情報を図５（ａ）に示す画像にフィードバックして表示させ
ることができる。制御演算部２２２は、図５（ｃ）の弾性率が大きいｍ（ｋｐａ）の部位
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をたとえば青色、弾性率が小さいｎ（ｋｐａ）の部位をたとえば赤色として設定する。そ
して、画像表示部３に表示される図５（ａ）ライン５０１上に色付けをする。
【００３５】
　このように弾性率情報を２次元表示画像にフィードバックさせ、歪み、弾性率の両者の
情報を得ることにより、各部位に対する弾性率分布及びその特性が判る。よって、診断の
定量性を向上させることができる。
【００３６】
　図６は、本発明による超音波診断装置において、その画像表示器３に映像される画像の
他の態様を示した説明図である。
【００３７】
　該画像表示器３の画面には、図６（ａ）に示す画像、図６（ｂ）に示す画像が並設され
て表示されるようになっている。
【００３８】
　図６（ａ）は、前述の図５（ａ）に示した表示と同様に圧迫歪み２次元表示画像を示し
ているが、該図５（ａ）の場合と異なり、その腫瘍ＴＭの部分に施されている色は該腫瘍
ＴＭの部分において検出された弾性率の値に対応する色として表示されるようになってい
る。
【００３９】
　また、図６（ｂ）は、一端から他端にかけて色の変化を示す色調ベルト６０１が表示さ
れ、その色は前記色調ベルト６０１の一端から他端にかけて弾性率が小さい側から大きい
側へと変化していることを示している。すなわち、弾性率の大小が色に対応して示されて
いるもので、たとえば、前記色調ベルト６０１上の各色のうち図中矢印αで示す色が、図
６（ａ）の腫瘍の部分に施されている色と同じ場合、該腫瘍ＴＭの弾性率が前記色調ベル
ト６０１上に表された弾性率の範囲内においてどのへんに位置づけられるかが感覚的に容
易に判明できるようになる。
【００４０】
　なお、図１において、超音波診断装置の装置本体２には、キーボード４によって情報が
入力される制御演算部２２２を備え、この制御演算部２２２は前記キーボード４からの情
報に基づいて第１超音波送受信部２０１、第２超音波送受信部２０７、Ｂ／Ｗデジタルス
キャンコンバータ（ＤＳＣ）２０２、グラフィック部２２０、カラースケール発生部２２
１等を制御するように構成されている。
【００４１】
　図７は、本発明による超音波診断装置の他の実施例を示す構成図である。上述した超音
波診断装置と異なる構成は、まず、図７（ａ）に示すように、超音波探触子１にある。す
なわち、該超音波探触子１は、いわゆる電子スキャン式３Ｄプローブを備えた構成からな
り、その被検体５に当接する面に形成される超音波振動子群１１０は、図７（ｂ）に示す
ように、一方向（図中ｙ方向）に並設される多数の振動子からなる振動子群１１０ａが、
該一方向に交叉する方向（図中ｘ方向）へ順次並列された構成からなっている。
【００４２】
　図７（ａ）に示すように、一の振動子群１１０ａからは一の断層像７０１に相当する情
報が得られ、これら各断層像７０１は、それらの面と垂直方向に多数並設された位置関係
で得られるようになる。
【００４３】
　このため、各振動子群１１０ａによって得られる反射エコー信号から３次元画像情報７
０２を得ることができ、この３次元画像情報７０２を、被検体５に対する超音波探触子１
の圧迫前の断層像群７０１（ｂ）と圧迫後の断層像群７０１（ａ）からそれぞれ作成し、
これらの各３次元画像情報７０２の相関から各部位の歪みを演算し、被検体内の硬化部を
強調する３次元画像情報７０２を構成することができる。この３次元画像情報７０２にお
いて、前記硬化部以外の部分を透明あるいは透明に近い情報とするとにより、該硬化部の
みが浮き上がって映像でき、該硬化部（腫瘍ＴＭ）の位置を明確化させることができる。
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【００４４】
　被検体５内の硬化部を強調する前記３次元画像情報７０２の構成後は、視点を変えて目
視できる２次元画像として前記画像表示器３に表示されるようになっている。
【００４５】
　なお、上述した前記３次元画像情報７０２の構成は、図１に示すＢ／Ｗデジタルスキャ
ンコンバータ（ＤＳＣ）２０２によってなされ、該３次元画像情報７０２の視点を変えて
目視できる２次元画像の画像表示器３への表示は、キーボード４からの入力に基づく制御
演算部２２２を介した前記Ｂ／Ｗデジタルスキャンコンバータ（ＤＳＣ）２０２への制御
によってなされるようになっている。
【００４６】
　一方、前記超音波探触子１には、図７（ａ）に示すように、その周辺の一部において低
周波振動体１２０が取り付けられ、その低周波振動体１２０の低周波照射方向は、図８（
ａ）に示すように、前記３次元画像情報７０２が得られる領域のほぼ中央を指向するよう
になっており、かつ、該方向は若干の範囲で変更できるように構成されている。低周波振
動体１２０の低周波照射方向の可変は被検体５の前記硬化部（腫瘍ＴＭ）の所定の個所へ
の照射がなされるためである。このため、前記電子スキャン式３Ｄプローブによって得ら
れる３次元画像情報７０２において、前記低周波振動体１２０の位置と該低周波振動体１
２０からの低周波照射方向とを算出することにより、該３次元画像情報７０２を視点を変
えて表示させる前記画像表示器３の画像面に前記低周波振動体１２０の低周波照射方向を
グラフィック的に表示させることで、該低周波振動体１２０の被検体５内の前記硬化部（
腫瘍ＴＭ）への低周波照射を正確に行うことができるようになる。
【００４７】
　このようにして、被検体５内の硬化部の所定の部位に低周波を照射するようにできるこ
とから、その反射エコー信号の受信によって、前記所定の部位において、該低周波の照射
方向に沿った該低周波の速度はいうまでもなく、弾性率をも算出することができるように
なる。図８（ｂ）は、低周波振動体１２０の深さ方向に対する低周波の速度特性８１を示
す図で、その腫瘍ＴＭの個所に相当する中途部において速度が大きく変化していることが
認められる。
【００４８】
　図９は、上述した超音波診断装置に用いられる超音波探触子１の一実施例を示す構成図
である。
【００４９】
　この超音波探触子１は、図９（ａ）に示すように、超音波振動子１１０と低周波振動体
１２０を備える本体（プローブ）９０１に、いわゆる圧迫補助板９０２が着脱自在に取り
付けられて構成されている。
【００５０】
　図９（ｂ）は、前記圧迫補助板９０２を本体９０１から取り外した状態を示した斜視図
である。該圧迫補助板９０２はそれによって被検体５に均一な圧迫を施せるようにたとえ
ばほぼ楕円形の板板として構成されている。この圧迫補助板９０２の材料としては生体適
合性を有する素材であるたとえばノリル等が用いられている。
【００５１】
　そして、該圧迫補助板９０２には、その表面の長軸方向（楕円形の長軸方向）にほぼ一
致づけられて長孔１１０ａが形成され、また、該長孔１１０ａのほぼ中央部において該長
孔１１０ａに隣接して小孔１２０ａが形成されている。
【００５２】
　この圧迫補助板９０２に前記本体９０１を装着させた場合、該本体９０１に設けられて
いる超音波振動子１１０および低周波振動体１２０が、それぞれ、前記圧迫補助板９０２
の長孔１１０ａおよび小孔１２０ａに位置づけられて配置されるようになる。
【００５３】
　このように構成された超音波探触子１によれば、弾性像の取得のためのプローブと弾性
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率の算出のためのプローブを備えたものが得られるようになる。
【００５４】
　図１０は、上述した超音波診断装置に用いられる超音波探触子１の他の実施例を示す構
成図である。図１０に示す超音波探触子１は圧迫(手動もしくは機械的)を用いた弾性画像
の取得と加振による弾性率の算出を同一のプローブで実現するようにしたものである。
【００５５】
　図１０（ａ）、（ｂ）に示すように超音波探触子１の被検体５と当接する面には複数の
超音波振動子（図示せず）が並設されて構成されている。なお、図１０（ａ）、（ｂ）は
いずれも被検体５の同一個所に配置され、それぞれ時間を異ならしめて駆動される超音波
探触子１を示している。
【００５６】
　圧迫を用いた弾性画像の取得においては各超音波振動子１からの送波は、図１０（ａ）
に示すように複数ラインを形成するようにしてなされる。この場合、各超音波振動子１の
反射エコー信号の受信から弾性画像の形成までにあって、スキャン時間、演算時間がかか
り、フレームレートが低下する。
【００５７】
　そして、加振による弾性率の算出においては前記ラインは一つあるいは数本に限定して
行い、また、超音波パルスの繰り返し周波数ＰＲＦ（Pulse　Repetition Frequency）も
たとえば５ｋ程度としている。加振による弾性率の計測には高フレームレートを必要とす
るからである。
【００５８】
　そして、圧迫を用いた弾性画像の取得における各超音波振動子のスキャンと、加振によ
る弾性率の算出における超音波振動子のスキャンとは分離されてなされ、図１０（ａ）に
示すようにスキャンを行って弾性画像を取得した後に、図１０（ｂ）に示すようにスキャ
ンを行い、加振を付加させることにより伝搬速度、弾性率を取得するようにする。
【００５９】
　なお、この場合の加振としては、たとえば図１１（ａ）に示すように圧迫補助用のカプ
ラ１１１に結合された振動体１１２によって行うか、あるいは図１１（ｂ）に示すように
探触子保持部に付属させた振動体１１３によって行う手法が採られる。
【００６０】
　図１２（ａ）、（ｂ）は、前記図１０（ａ）、（ｂ）にそれぞれ対応した図であり、図
１０（ａ）、（ｂ）に示した超音波探触子１を用いて圧迫を用いた弾性画像の取得、およ
び加振による弾性率の算出を行う場合において、まず、加振における歪みＭモードの画像
のガイドライン１２１をユーザが任意に切り換える（選択する）ことができるように構成
されている。そして、上述のように指定されたラインを中心としたチャネルの振動子にて
送波を行い一ライン（伝播速度検出用のライン）のビームを形成できるように構成され、
弾性率を計測できるようになっている。このように構成することにより、プローブ（超音
波探触子１）を被検体５上でわざわざ移動させる必要がなくなるという効果を奏する。
【００６１】
　また、この手法で得られる弾性率情報を画像表示部３に示される画像にフィードバック
して表示させることができる。制御演算部２２２は、弾性率が大きい部位をたとえば青色
、弾性率が小さい部位をたとえば赤色として設定する。そしてガイドライン１２１に対応
する部位をカラーで画像表示部３に表示する。
【００６２】
　このガイドライン１２１は任意に選択することができるため、歪み２次元表示画像より
被検体５の硬化部（腫瘍ＴＭ）と認識した個所にガイドライン１２１を操作者が設定し、
そして、そのガイドライン１２１上に対応する弾性率をカラー表示する。
【００６３】
　また、ガイドライン１２１を硬化部（腫瘍ＴＭ）の上に自動設定し、弾性率を表示して
もよい。たとえば、歪み２次元表示画像において硬化部（腫瘍ＴＭ）は緑色～青色で示さ
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れている。そこで、歪み２次元表示画像において硬化部（腫瘍ＴＭ）（緑色～青色）が表
示されている個所を制御演算部２２２が認識し、その個所にガイドラインぬ１２１を複数
設定する。その複数ガイドライン１２１に対応する弾性率を２次元表示画像にカラー表示
する。また、全てのスキャンライン上にガイドライン１２１を設定し、全てのスキャンラ
イン上において、２次元表示画像に弾性率をカラー表示してもよい。
【００６４】
　このようにガイドライン１２１の弾性率情報を２次元表示画像にフィードバックさせ、
歪み、弾性率の両者の情報を得ることにより、各部位に対する弾性率分布及びその特性が
判る。よって、診断の定量性を向上させることができる。
【００６５】
　なお、上述した実施例では、図１に示すように、超音波振動子群１１０が得た反射エコ
ー信号からは、第１変位演算部２０４によって変位を、第１歪み演算部２０５によって歪
みを演算し、この歪みに関する情報を画像表示器３に表示するようにしたものである。し
たがって、該歪みから導かれる弾性率を演算しない構成としたものである。しかし、第１
歪み演算部２０５の後段に弾性率演算部を設け、この弾性率演算部によって得られた弾性
率に関する情報を画像表示器３に表示するようにしてもよいことはいうまでもない。
【００６６】
　上述した各実施例はそれぞれ単独に、あるいは組み合わせて用いても良い。それぞれの
実施例での効果を単独であるいは相乗して奏することができるからである。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】本発明による超音波診断装置の一実施例を示すブロック構成図である。
【図２】本発明による超音波診断装置に用いられる超音波探触子の一実施例を示す構成図
である。
【図３】本発明による超音波診断装置に用いられる超音波探触子の機能を示した図で、超
音波振動子の機能と低周波振動体の機能とを分けて示している。
【図４】本発明による超音波診断装置に用いられる超音波探触子であって、低周波振動体
の機能をより詳細に示した図である。
【図５】本発明による超音波診断装置の画像表示器に表示される表示の一態様を示した図
である。
【図６】本発明による超音波診断装置の画像表示器に表示される表示の他の態様を示した
図である。
【図７】本発明による超音波診断装置に用いられる超音波探触子の他の実施例と、その超
音波探触子によって得られる３次元画像との関係を示す構成図である。
【図８】図７に示した３次元画像と低周波振動体との関係を示した図である。
【図９】本発明による超音波診断装置に用いられる超音波探触子の他の実施例を示す構成
図である。
【図１０】本発明による超音波診断装置に用いられる超音波探触子の他の実施例を示す構
成図である。
【図１１】本発明による超音波診断装置に用いられる超音波探触子の他の実施例を示す構
成図である。
【図１２】本発明による超音波診断装置に用いられる超音波探触子の他の実施例を示す構
成図である。
【符号の説明】
【００６８】
１……超音波探触子、２……装置本体、３……画像表示器、４……キーボード、５……被
検体、１１０……超音波振動子群、１２０……低周波振動体、２０１……第１超音波送受
信部、２０２……Ｂ／Ｗデジタルスキャンコンバータ、２０３……合成部、２０１……第
１変位演算部、２０５……第１歪み演算部、２０６……カラーＤＳＣ、２０７……第２超
音波送受信部、２０８……第２変位演算部、２０９……第２歪み演算部、２１０……伝搬
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速度検出部、２１１……弾性率演算部、２２０……グラフィック部、２２１……カラース
ケール発生部、２２２……制御演算部、３０１……断層像、４０１……低周波、５０１…
…歪みＭモードライン、６０１……色調ベルト、７０２……３次元画像情報、９０１……
プローブ、９０２……圧迫補助板、１１０ａ……長孔、１２０ａ……小孔、ＴＭ……腫瘍
。

【図１】 【図２】
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